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グローパリゼーションとは何か？
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アメリカで 1970年代に刊行された英語の辞典（英英辞典）に globalizationの単語はない
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1. グローパリぜーションとは何だったのか？

英語にはもともと“globalize”とか“globalization'’なる用語は存在しなかった。英語

の最も権威のある辞典類にも，これらの単語は収録されていなかった。それが使用される

ようになったのは比較的新しいことで，年代的には 1990年ごろからである。このような

新語が登場したのには，その当時の世界史上に相応の歴史的変化があったからである。

その歴史的変化とは．米ソ冷戦の終結（米ソ和解＋ベルリンの壁崩壊 1989年，ドイツ

統一 1990年，ソ連崩壊 1991年）およびインターネット解禁（1991年）であったo この

ころを境として，従来の表現法，たとえば「国際化」 (internationalization）という言い方

では表現しきれない新しい現象が現れたためである。

国際化とは，“nationstate”（民族国家／国民国家）の枠を超えてヒト，モノ，コトが

移動し，拡散し，交流することと解釈されていた。その意味では，資本も国際化していた。

しかも，資本の国際化（資本の対外投資，海外での資本移動や資本の増殖）は 19世紀から

おこなわれていた。

資本の国際化現象一般については，日常用語として語るうえでも，学術用語として使用

するうえでも，在来の用語（「国際化J）で十分であった。

ちなみに，日本で 1980年代までに新設・増設された大学，学部の名称、で，との分野に

かんするものは，ことごとく「国際・・・ j であった。たとえば「××国際大学J'

「国際××学部j というように。また科目名も，「国際××論Jというもので、あって，

fグローパノレ××論j という科目は存在しなかった。

しかし，冷戦終結とインターネット解禁は，従来の「国際化j では言いあらわせない

新しい現象を世界史にもたらした。それは，冷戦の勝者アメリカの様式に，アメリカの

技術に全面依存して，あらゆるモノ，コトを適合させて，資本蓄積も，生活様式も，文化

のありかたまでも新展開させていこうという傾向であった。それは，一言にして，世界

の「アメリカ化」のことである。それは，国際化のー形態ではあるが，従前のそれとは

明らかに局面（phase）を画する，新局面のそれである。

国際化一般ではなく，「アメリカ化Jとしての国際化を正確に表現するためには，新語

が必要となった。その必要にこたえるべく登場した新語が，ほかならぬ「グローパノレ化」

であった。ちなみに“globalization”なる用語が最初に使用された時期を厳密にいえば，

それは冷戦終結が時間の問題となった 1980年代末のことであった。
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2. fグローパル化」に熱心なのは欧米ではなくアジアである

殴界の「アメリカ化Jとしての「グロ｝パノレ化j のスローガンに，当のアメリカでは

あまり熱心ではないようにみえる。 政財界の要人，研究者の論説，メディアの報道，

そして街並みの看板や聞こえてくる会話に“globalize”とか“globalization”なる用語

はほとんど存在しない。

アメリカでは，冷戦の勝者として，資本の流入と流出，商品の輸入と輸出，人々の往来，

文化の拡大・伝播，研究者・技術者・留学者の集中などは，冷戦終結以前からあったこと

が，あまり質的な変化をすることなく，量的に増えただけに見えているからである。この

国には，あえて“international・・・”とは異なる用語“global・ ・・”を使用しなければ

ならない積極的な理由があまり存在しないからである。

一方，ヨーロッパは“globalization”には一般に冷淡である。 アメリカを文明的には

一段遅れた世界と見なす傾向がヨーロッパには伝統的に存在し，いまもそれは消失して

いないからである。とくにフランスでは，「アメリカ（＝女性名前）はフランスの出来の

悪い娘j といったドゴーノレの言にも象徴されるように，アメリカの方式に従うことは忌避

する傾向がつよい。フランスでは“globalization”なる語はまず使用することはなく，必要

なときは，“mondialisation”という語を使用する。

結局のところ，“globalization”なる用語の使用に熱心なのは，キャッチアップに余念の

ないアジア諸国ということになる。資本主義の発展に遅れたとれらの諸国が冷戦の勝者に

へつらって生きようとするなかで多く使用され，拡散していった用語なのである。

冷戦終結後の世界で成功裏に経済成長を達成するためには，「アメリカ化Jがいちばん

手っとり早い道だという判断である。ただし，直裁に「アメリカ化Jといってしまっては

「国民的スローガンJとしては支持を得られないから，「グローパル化Jといっているに

すぎない。「グローバル化Jとは，弱者（としての新興諸国）が経済成長その他もろもろ

の成長を急速に達成するために，強者たる冷戦の勝者にへつらう国民的スローガンで

ある，ということができる。

いわゆる“globalization”は，たんなる「アメリカ化」一般でちなく，いっそう正確には，

アメリカ外で叫ばれている「アメリカ化j のスローガン，または「アメリカ化j 傾向を

表現するための用語である。それは，たんなる「国際化Jでもなければ，たんなる「世界

化jでもないし，中国でいう「全球化quanqiuhuaj の無垢な姿でもない。
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3. 資本の国際的展開は近代の政治理念に反することであった

ヨーロッパ近代の政治車念は，カトリック教会からの自立を目指す宗教改革をとおして

形成され，ヴヱストファーレン体制（グェストファーレン条約 1648年）に集約され，啓蒙思想

として体系化された思想となり，アメリカ独立革命，フランス革命，その他一連の市民革命

をとおして実践が試行された。

その理念とは，個々人（individuals）は自由であり，平等であり，粋で結ぼれていなけ

ればならなb、（Libe此6，亘galite,Fraternite）のであり，それとともに，諾国民（nations)

についても，相互に独立していて，対等な立場であり，国際的協調体制で結ぼれていなけ

ればならない，とするもので、あった（カント『永遠平和のために』で定式化）。

この精神からすれば，ヨーロッパ連合（EU）は反動的だということになる。すなわち，

ヨーロッパ各国民をふたたび全ヨーロッパ的権威のもとに従わせようとする（中世では

カトリック教会の，現代では巨大金融資本の）。 そういうヨーロッパ人の思いが移民や

難民の流入に契機があたえられて， EU解体論の思想的原点となっている。 ヨーロッパ

統合を支えていた諸条件（東の大国ソ連の脅威，西の大国アメリカ資本攻勢，南の旧植民地の

喪失への対抗・補完）の意義が消滅ないし誠衰した現在，グェストファーレン体制の原点

に立ちかえることは反動とはいえない（たんに移民・難民問題への反感という偏狭な感情

ではない），というのがヨーロッパ市民の心情である。

イギリスのEU離脱，フランスのFrontNational : FN, ドイツのAID，イタリアの

Mo Vrmento 5 Stelleなどの勢力拡大は，一般市民がいだくそういう心情の政治的表現と

なっている。

だが，グェストファーレン体制，より大きくは，ヨーロッパ近代の政治理念が崩壊して

いった理由を，ヨーロツパ統合を画策してきたことだけに帰着させてはならなし、。根本的

な問題は，資本蓄積にあった。すなわち，資本は際限なく蓄積を追求するものであるから，

個々人についても，諸国民についても， Liberte,Egali括，Fra飴rnitるの原則を早晩破壊

していくことになる，ということである（ヨーロッパ近代の政治理念を 100%受けいれたとき，

資本蓄積のもつ問題性は 100%受容しがたいーーという考え方がマルクスをして『資本論』

執筆に掻きたてたといってよい）。

こうしてみると，資本蓄積は国境を越えて国際的に展開し，そのことによって近代の

政治理念を破壊し，それが近代的市民の我慢を限界にまでもっていく，ということが読み

とれる。このことは，この， 21世紀ヨーロッパで、おこっていることが，さらに拡大された

規模で，アメリカにもおこっていることを示唆している。
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4. 建国の理念に反する自由貿易と技術革新と高額の税一一

アメリカ白人中間層市民の反発一一 f建国の理念どおりのアメリカに戻してくれ！」

「自由貿易も技術革新ももううんざりだわに共感する人たち（いくら真面目に働い

ても所得は増えない／子は親より豊かになれない／商業と金融の国境を超えた活動と

技術革新とで職場は追われ，仕事はなくなり，借金だけが残った・・・一一目立たないが

圧倒的多数のこういう人びとが静かにトランプに投票した。

退役軍人（2000万人もいる！）たちも外国の防衛に動員されることに批判的。なぜか？

一一たとえば fテロとの戦1t'Jといって r9.11J以降 20万人が動員され， 7000人が死

亡，しかも投じた戦費は日本円にして 177兆円（日本の国家予算の約2年分），それでも．

テロは逆に増え，勢いは増すばかり一一ーアメリカのためには，結局，なっていなかった

ではないか！ あれほど「暴言Jが問題になったにもかかわらず，女性の 53%が「もう世界の

警察官はやめて！Jとトランプに投票した。
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もうひとつ，法人税を下げること（現行 35%→ 15%）に大筋で白人貧困層からさえ

歓迎される。理由は，高率の税は「自由で自立した個々人でつくる社会Jの精神に反して

いるという考え方＝アメリカ建国の理念に反するとの感覚。

白人中間層市民男女のこうした思いが， 1917年に放棄した「モンロウ主義Jの放棄を

決定づけた（第一次世界大戦に参戦，勝敗を決定，以後 100年間，アメリカが世界の政治・

経済・文化を主導してきたことを，ピッタリ 100年後の 2017年に放棄にむけて動きだす

一一 NAFT  Aも， Tp Pも，世界の警察官も一一）

アメリカ建国の理念，およびその理念が資本主義の発展とともに形骸化していく

過程については，瀬戸岡『アメリカ 理念と現実』〈跨潮社， 2005年）参照。

轟ち調隆社
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アメリカ建国の邑念とは， f自由な諸健入がゆるやかに結合する共同体（リパブリック）を

建設Jすることであった。 f独立宣言書Jも「アメリカ合衆国憲法Jもその理念のもとに

書かれた。それは，ヨーロッパ近代の政治理念のアメリカへの移植でもあった。理念に

最も近い姿は，建国当初の農村にあった（たとえば，ローラ・インガノレス一家の物語『大草原

の小さな家』の世界）。

その地点からすれば，いまや fリパブリックJの理想、からはあまりにもかけ離れた社会に

なってしまった。建国の理念の体現者を自負してきた白人中流市民層たち（いまは少なか

らぬ者が下層同然の状態に転落）は，心中で（ただし公言はひかえる）「一段格の低い人種J

と見下してきた非白人たちと，気がつけば同列に落ち込んでいる自分の現実を見るとき，

無性に怒りが生じる。 そこからでてくる切実にして素朴な要求が 「建国の理念どおり

のアメリカに戻してくれ！ Jであった。

そもそも， f建国の理念j には，成長も格差拡大も想定されていなかったのだから。

5. 自然／環樟／社会／人聞の許容量をこえて成長した分はリセットされる

人聞の活動（生活から生産そして資本蓄積まで）を許容してくれる受け皿（自然一一

広い意味での「自然J：安定した人間の身体的・精神的状態もふくむ）が許容しうる範囲

を超える活動は必然的にリセットの時期をむかえる。資本主義経済のもとでの経済発展

には 10年程度の周期で経済恐慌が，帝国主義世界体制のもとでの急激かつ不均等な経済

発展のなかでは世界大載が起こってきたのは，そのためだった。 資本主義経済は理性の

通じる世界のように見えながら，その実，人類の体験してきた社会システムとしては，最も

混乱・動乱・戦乱が多いシステムだった理由は，その蓄積の規模と速度の巨大さに基づく。

いま資本蓄積が全地球規模に拡大し，かつてない連度で展開し，その影響が空前の領域

（経済・政治だけでなく，生活・教育・科学・文化・芸術など考えられるあらゆる分野）

におよんでいる以上，経済恐慌や世界大戦をはるかにしのぐリセットの時期がくると

考えることは，理にかなったことではないなどといいきることはできるだろうか。

重要な点は，資本主義の経済体制，そのもとでの政治体制，人々の生活から文化にいた

るまで，すべてを破壊してしまいかねないような動向の主体が資本主義のシステムに依拠

して活動している者たち（資産の保有者・運用者，企業の管理者・経営者）だけにとどまらず，

ごく普通の一般市民たち，すなわち資本主義社会のなかに生きる生活者たちみずからが

破壊の主体者として登場しようとしている点である。
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そこでは，資本主義世界システムの破壊は，神など超人的なカがおこなうもので、はなく，

この社会に生きるごくごく普通の人びとの願いとなっているかのようである。経済活動・

金融活動の国境を越え地球規模での展開への反発が，ほかならぬアメリカ建国理念の

体現者としての白人市民たちから起こり， ヨーロッパ統合を解体にいたらしめようと

する運動が数百年の歴史のなかで形成されてきたヨーロッパ近代市民たち自身から巻き

おこっていることがそれを物語っている。

現代では，資本主義経済の運用と発展は，資本主義のもとで働く一般市民（中流市民）が

担ってきた。その担い手がこともあろうに破壊者に転じる，というのが現代史の真実なの

であるが，じつは，閉じことが政治面でもおこっている。すなわち，民主主義の原則を，

その担い手であり，思恵の受益者であった一般市民自身が放棄することもおこりうる，

ということである。そればかりでない。そういう人たちのあいだから f戦争待望論Jさえ

出現するのである。戦争こそ，最強にして究極のリセット行為なのだから。

それは，資本が資本の蓄積システムをみずから破壊へと導いている現実と対応

している。 すなわち，資本蓄積が生産を遠く離れ，金融に没頭するにいたった事実

を考えよ。 ここでは f生産の社会的性格jがまったく消失し，「蓄積のための蓄積J,

すなわち「取得Jばかりか「生産j までも「私的性格」一色に染まっているではない

か。 資本主義のシステムは，労働者階級が解体するものではなく，資本主義システム

それ自体が，その発展の結果として解体するものであることを物語っている。

こうした歴史的文脈のなかでおとっている現象が「トランプ現象Jにほかならない。

いうまでもなく「トランプ現象」は，たんにアメリカだけの現象ではなく， EU加盟各国

や，フィリピン，韓国などアジア諸国をふくめて，現下の世界的現象となっている。

「トランプ現象j の物質的・経済的基盤の中枢をなしているものは，世界的な資本蓄積

の限界である。それが，資本主義の経済と社会を支えてきたごく普通の市民たちの不満と

怒りを膨らませ，強烈な「リセット願望Jとなって現れているのである。

内なる不満は外に転嫁される。 身近なところでは，いま日本の小中学校で蔓延して

いる「いじめJ（生徒たちの欲求不満の対外転嫁）から，大きくは，古今東西世界史上の

あらゆる戦争（圏内矛盾の対外転嫁）にいたるまで，およそ人聞のおこなう喧嘩，紛争，

抗争などは，すべて「内的不満の対外転嫁Jの原理の発現にすぎない。
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なぜ戦争が起こるのか？ 園内矛盾の処理に行きづまって，問題を対外転嫁すること

によるのであって，決して権力者・支配者の強欲・領土欲などに由来するものではない！

（権力者にとって「欲j を張ることは危険なこと＝権力者はつねに狙われている，それ

も案外側近者から，である）

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
瀬戸岡『すべての戦争は圏内矛盾の対外転嫁として引きおこされる』（論説）は

駒沢大学『経済学論集』第 47巻第2号（2016年 1月）に所収されているほか，

駒沢大学における瀬戸岡の最終講義（全4本のうちのひとつ）参照。この最終講義は，いまでも．

そのすべてを視聴することが可能。 方法は簡単一一インターネットlこ『潜戸間J. r最終講義J

の 2語を入力して検索するだけ。

1.すべての戦争は圏内矛盾の対外転嫁として引きおこされる

一一平和をまもるためには国肉の小さい問題を放置しないことが大切

2. B本が『和の国Jになったのは易自で気候が温和だからではない

一一白本古代史には学校で教えられていない苦難克服の長い過程があった

3.優れた芸術は雑念のない自由な個々人によって生みだされる

一一人類の創造した最高の芸術をとおして現代を再考する

演奏 ： ザラサーテ：ロマンス／ベートーヴェン：ヴァイオリンソナタ「春」

（ピアノ井手廊理子／ヴァイオ’Jン井上春菜一一瀬戸岡ゼミ卒業生）

瀬戸岡（作詞・作曲）『白駒の思い出j （合唱駒沢大学合唱団） Iまか

全部視聴すると 3時間45分ほどを（休憩込み）要するが．各部分は40分程度なので，

何回かに分けてご覧／お聴きいただきたい。とくに最後の演奏は美しくも熱演ゆえ，

最後までご覧／お聴きくださることをお勧めしたい。

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
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さらにいえることは，今日の世界情勢からは，資本主義の世界システムがファシズム

（一般市民が苛立ち，理性を失い，破壊的言動に巻きこまれ暴走していく政治現象）への

道を拓いていることが読みとれる。

ファシズムにかんしては（ファシズムの意味，ファシズムの形成過程．その防止策など）

については．パクストン『ファシズムの解剖学』｛瀬戸岡訳，桜井書店.2008年）参照。

ファシズムが圏内矛盾の欝積の臨界点で発生する社会現象であり，戦争が国内矛盾の

対外転嫁として勃発するものである以上，世界史上空前の資本蓄積と不満の穆積の最終

的解決は戦争にゆきつくこと以外にはない。それが，現下の資本主義がやがて招来させ

かねない全般的な「危機Jの内容である。

－F
喝
鴨

S事

接
存
自
官
民

それをかりに「全般的危機」と呼ぶとするならば，いまこそまさに文字どおりの「全般

的危機Jの局面（phase）がせまっているといえないか。
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少なからぬ「危機論Jには過剰とも考えられる言説がある。資本主義の蓄積活動が

その活動の成立しうる基盤の許容範囲をこえていることにたいする正確な分析を

欠いたまま，結論を急いでいるからではないかと考えられる。

なかでも極論というべき（つい笑ってしまいそうな）大袈裟な政治表現に「資本主義

の全般的危機j論 （“o6rr璃設時四HC R佃町出国3Ma”；＂allgemeineKrise des 

Kapitalismus”；“general crisis of capitalism勺があった。とりわけソ連による

世界初の人工衛星打ち上げ成功（1957年）を機に，「資本主義の全般的危機は

第三段階に入ったj とする言説が流布されたが，科学的根拠をまったく欠いた

議論であったというほかないだろう。

その資本主義の「全般的危機Jについて，いまこそ真面目に議論すべき時代が到来した

といえないか？

・・・ ヨーロッパ近代の政治理念を芸術をとおして考える演奏会のご案内 E・・

・来年 1月9日（休日｝ 午後 2時間漬 （午後1時30分間場）

圃タワーホール船堀大ホール （都営地下鉄新宿線船堀駅自の前）

・ベートーヴェン交響曲第5番『運命』 ＋ 変響曲第6番『田園J

・管弦楽＝レーペンバッハ管弦楽団 指揮＝根本昌明

・解説＝灘戸岡

圃 全席指定 sa ssoo円 A廊 4500円 （それぞれ割引ベアティケットあり） 高校生以下 2000円

・ ティケットのお申込み → レーペンバッハ音楽企画

電話／ファックス： (046) 257-3347 電子メイル： lebenbach37@jcom.home.nejp 

演奏に先立ち，私が解説をすることになっています。

このふたつの交響曲は，対照的な幽懇をもっていること， しかも並行して作曲されたことから，ふたつ

あわせて fワンセットJの交響曲と考えられます。そこには，近代思想の最も重要なエッセンス（哲学）が

内蔵されているといえそうです。 そのエッセンスとは何か？ベートーヴェンは， そのヱッセンスをどの

ように音楽をとおして訴えようとしたのか？そのお話をしたうえで，生の演奏を聴いていただきます。
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